








小児白血病の治療を行う上で分類は重要である。小児白血病の大部分を占める急性リンパ

性白血病(Acute Lymphoblastic Leukemia,ALL)は種々の形態学的分類が試みられて来たが,

確立されたものはない。近年ヒトリンパ球の細胞模マーカーの解明が進み,白血病細胞の分

類に利用され,かなり客観的に分類することが可能となってきた。本研究班(厚生省,植田班

)は小児白血病の包括的な治療指針の作製を目的としており,臨床応用可能な免疫学的マー

カーによる分類は重要となってくる。またさらに分類と予後の関連,Subtype 分類と治療の

関連について解析が必要と考えられる。 

本報告では現在までに分類されてきた症例についてその抜粋を記載する。 


